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公益社団法人 日本産科婦人科学会による『母体血を用いた新しい出生前遺伝学的

検査に関する指針（案）』が１２月１５日（土）に発表されたことについて、これを

とりまとめられた「母体血を用いた新しい出生前遺伝学的検査に関する検討委員会」

のご努力に敬意を表します。 

 そもそも「新しい出生前遺伝学的検査」は、現在対象とされている、３つのトリ

ソミーのみではなく、今後、あらゆる遺伝子の変化を対象に広げうるものです。財

団法人日本ダウン症協会（JDS）は、この点が深く議論されることなく、３つのト

リソミーのみを対象として指針（案）が作成されたことを強く危惧しています。 

今回の指針（案）の内容に関して、JDSは、「新しい出生前遺伝学的検査」につ

いて、母体血清マーカー検査に関する国の見解の骨子を踏襲し、慎重で限定的な進

められ方をするべきだと主張されていることに注目します。今後、パブリックコメ

ントの収集と集計を経て、最終的にどのような指針となるか、引き続き注視してい

きます。そして、今後も、私たちが必要と考える意見表明を続けます。 

 JDS の使命のひとつは、ダウン症に関する正確な知識・情報の提供と、ダウン

症のある人たちの生活の豊かさについての啓発にあります。JDS は、何よりも、

このような検査が必要とされることなく、ダウン症のある人が生まれ、そして「そ

の人らしく、普通に、安心して暮らせる社会」が実現することこそが目標であると

いう理念のもとに、これまでどおり地道な活動を継続していきます。 


